
文化庁平成30年度戦略的芸術文化創造推進事業

フランチャイズ･オーケストラによる
地域共生社会実現を目指した
「音楽パートナーシップ」整備構築事業

報　告 



2 3

事業概要・主旨

目　次

■事業概要・主旨 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■アウトリーチ活動 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ファンタスティック・オーケストラ ～みんなで集えるコンサート～ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　アンケート結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　フィードバック座談会（演奏会評価を中心に） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■展　望・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

3

4

7

10

11

15

文化庁平成30年度戦略的芸術文化創造推進事業

フランチャイズ･オーケストラによる
地域共生社会実現を目指した

「音楽パートナーシップ」整備構築事業
　平成29年度同事業において川崎市内での調査研究及び

「ファンタスティック・オーケストラ～みんなで集えるコンサー
ト」を実施した。
　演劇・ミュージカルなどの舞台芸術と比較すると、クラシック
音楽の分野では、未だ障害者を含めた多様な聴衆の受け入れ
には、多くの課題があることを改めて認識することとなった。
　クラシック音楽、オーケストラコンサート鑑賞を通して、障害
者など多様な聴衆を受け入れる鑑賞環境を拡充しつつ「地域
共生社会」実現の一助となることを目指す本取り組みでは前年
度の同事業を通じて、以下５つの課題に取り組むこととした。

❶鑑賞サポート・メニューの少なさ。またサービスが本当に
ニーズに応えた内容となっているか。

→前年のサポート内容・利用状況の検証を行った。参加しやす
い時間帯、プログラムの長さや内容も含め、当事者団体や、福
祉施設職員、鑑賞支援に取り組む事業者への聞き取り調査を
行った。事後のフィードバックを充実したものとするため、座談
会形式で有識者との意見交換会を設けた。

❷鑑賞サポート・サービスの利用者が少ないため、そこに予算、
マンパワーを充てることが難しい。

→同事業において継続的に公演を行うことで、必要な業務の省
力化（このような演奏会のマニュアル化、ノウハウ蓄積）を目指
した。楽団内において、社会情勢を鑑み必要性への理解を促す
とともに、趣旨に賛同する外部事業者と協働することでマンパ
ワーを補填する。

❸鑑賞サポート・サービスの利用対象者へ、適切に情報が届き
にくく、認知度が低かった。

→関連諸団体（（公財）川崎市身体障害者協会、（公財）川崎市
老人クラブ連合会、（社福）川崎市社会福祉協議会）の後援を
得るとともに、具体的な告知や情報アクセスのための協力を仰
ぐ。シアター・アクセシビリティ・ネットワークや視覚ネットなどの
既存のポータルサイトも利用する。

❹障害者を過度に優遇することで、人々の間に分断が生まれ、
相互理解や受容の妨げになっている。

→オーケストラコンサートを通じて、障害者と共に大人も子ど
もも多様な人々が同時に参加できる環境を整え、同じ聴衆とし
て相互理解や受容を促すことで、共生社会の実現を促進する。

❺「障害者は無料」という催事が多い中で、文化芸術への参加
に対価を払う気運が生まれにくい。十分な有料来場者数が
確保できない場合、鑑賞サポート･サービスを拡充しても、継
続的に事業を行うことが困難。

1年目　
ミューザ川崎シンフォニーホールと連携し、障害者・高齢者・
青少年等を対象とした、充実したバリアフリーサポートのある
オーケストラコンサート機会の提供を中心に、アウトリーチ事
業と連動する形で団体及び市民ネットワークを整備構築する。

2年目
同ホールとの連携を深化させながら、より求められるバリアフ
リーサポートを充実させ、音楽大学・教育機関と連携したオーケ
ストラコンサートを提供。市内広範囲での鑑賞機会を充実させ、
ネットワークの拡充も図る。

3年目
同ホールとの連携を更に深化させながら、他の芸術団体・音楽
大学等との連携を拡大しつつ、継続的な鑑賞機会を創出し、
オーケストラメンバーによる芸術活動へのサポート、オーケス
トラ公演と他芸術との相乗表現機会を設ける。

4年目
3年目までの取り組みを継承しつつ、同ホールとオーケストラ
による、過去実績を踏まえた継続性のある新たな芸術文化活
動を模索する。主催者へ向けた「バリアフリー・コンサートマ
ニュアル」の作成、シンポジウムを実施。

 5年目
同ホールとオーケストラによる定期的な公演の実施を目指す。
シンポジウムを通じ、川崎市の街づくり担当、文化振興担当、福
祉担当と共に、共生社会の実現を目指した芸術文化振興施策の
連携強化を促進。以て地域での「音楽パートナーシップ」を全う
する。

→障害者を特別扱いすることなく、経済的にハンデを持ってい
る人と同様に手頃な価格のチケット料金を設定し、チケットを
買って来るという気運を高める。

　川崎市フランチャイズ・オーケストラとして、地域の共生社会
実現のため、行政並びに拠点ホール等地域との連携を深め、障
害者・高齢者・子育て中の保護者・青少年など多様な人々が集え
るよう、各種バリアフリーサポートを充実させることで新しい
ニーズを掘り起こしていく。また地域の障害者・福祉団体との
ネットワーク構築（音楽パートナーシップ）を進め「クラシック音
楽界のバリアフリー化」の先進的な取り組みを目指していくも
のである。
　蓄積されたノウハウはクラシック音楽業界で共有し、また広
く文化芸術団体のモデルケースとなることも目指し、5カ年計
画の1年目をスタートさせた。
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アウトリーチ活動

「みんなで集えるコンサート ミニ」
（全4回）記録

 　昨年度に引き続き、コンサート会場に出かけることが困難な

方への、東京交響楽団メンバーによるアンサンブルコンサート

と、VR（ヴァーチャル・リアリティ）映像等を利用したオーケスト

ラ体験をあわせたワークショップを川崎市内障害者福祉施設

にて4回実施。

　VR映像を使うことにより、広い会場、大勢の人数による演奏

など、ハンディキャップの方が感じるかもしれない未知への不

安やおそれを取り除き、同年10月の「ファンタスティック･オー

ケストラ～みんなで集えるコンサート」やオーケストラへの興

味関心の喚起と演奏会への導入を図るものとして実施した。

概要

　様々な曲目に対応しやすく、オーケストラの最小単位である

弦楽四重奏で編成。4ヶ所全て同じメンバーで赴いた。演奏メ

ンバーには施設により、障害のタイプや雰囲気が異なること、

突発的な動きや声が上がる可能性が有る点、いずれの施設も

オーケストラメンバーの来訪をとてもとても楽しみにしている

ことを伝えた。

　メンバー自身が登場の演出や司会にも工夫をこらし、生の演

奏の楽しさやオーケストラ・コンサートへの予感を感じさせるよ

うなプログラムを構成。本格的なアンサンブル曲から、演奏メ

ンバーの人となりも伝わる温かいコンサートとなった。

工夫した点

❶初めて聴く曲、知らない曲を楽しめるか

→演奏するだけでなく、会場内を歩きながら演奏し、間近で弾

いている姿をみてもらう等の身近に感じられる演出を盛り込ん

だ。また会場の立地に応じて、親しみが持てるタイトルの曲を

演奏。リクエスト曲や、参加者に人気の高いディズニーランドへ

行ったつもりになるよう、英語のMCによる前振りを取り入れる

など、参加者の好きなものに寄り添う選曲を心がけた。

❷オーケストラによるクラシック・コンサートへの導入につなげ

る為の選曲をどうするか

→持ち味であるクラシック作品を演奏するにあたり、同じ作曲

家の作品や、趣旨の似ている曲を演奏することで、オーケスト

ラ・コンサートへの期待感を高める。知られていない作品でも楽

しめるよう、曲調にメリハリがあり、リズムの特徴的な選曲をし

た。

❸演奏者が、聴衆が楽しんでいるか、快適と感じているか等の

状態を適切に感知できるか。

→同メンバーで行うことで、回を重ねるたびに柔軟性が生まれ

た。近い距離ならではの親密な雰囲気の中で、次第に参加者と

目が合う、笑顔が交錯する場面がより多く見られた。

●プログラムの一例

◦モンティ ： チャルダッシュ

◦アンダーソン ： 舞踏会の美女

◦久石譲 ： 海の見える街

◦ディズニーメドレー

◦ボロディン ： 弦楽四重奏曲第2番より第３楽章

◦グラズノフ ： 5つのノヴェレッテよりオリエント

◦坂本九 ： 見上げてごらん夜の星を～上を向いて歩こう

◦サウンド･オブ･ミュージック・メドレー

◦アンコール ： サザエさんのテーマ

日時・会場

①かわさき障害者福祉施設 たじま

　（社会福祉法人 川崎聖風福祉会・川崎区）

8月1日（水）13:30開演

参加人数：利用者約50名、職員13名

昨年に引き続き訪問。知的障害の利用者が多く、大型車椅子の

要介護者も数名。昨年から音楽療法を取り入れたプログラムを

実施している。普段立ち歩き座っていることが難しい方も、音

楽に聞き入る姿が見られる。普段生活空間の中で、生の音楽に

触れる機会に、リラックスして楽しんでいる様子、普段より集中

している様子、コンサートを聞きたいという意欲、笑顔が見られ

ると職員から報告があった。

●職員アンケートの声：

◦音楽が好きな利用者が多く、プロの演奏を気兼ねなく聞

ける機会は少ないため、いつも日常ではあまり見られな

い聴き入る姿がたくさんみられました。また来てほしい

ということばがたくさんありました。

◦近くで楽器の演奏を聞けて、利用者が楽しそうだったの

でとても良かったと思います。

②通所・生活介護施設 こぶし園（社会福祉法人育桜会・幸区）

8月3日（金）10：30開演

参加人数：利用者約30名、職員10名、地域の方15名

重度の知的障害があり、大きい声が常に出る、多動の方が多

い。職員の観察では、普段であれば部屋の外に出て行ってしま

うところ、縦横無尽に会場内を歩き回りながらも、部屋の中で

音楽を楽しみたいという意欲がみられた。ステージエリアまで

来て、チェロの椅子に座ってしまうというハプニングもありなが

ら、出演者が柔軟に対応、会場が一体となった温かいコンサー

トとなった。コンサートが進むにつれ音楽に次第に慣れ、静かな

曲では、リラックスした様子も見られた。

●職員アンケートの声：

◦あまり大きな音がしたり、激しいリズムの曲だったりする

とびっくりしてしまったり、怖がったり、落ち着かなくなっ

たりします。弦楽四重奏は本当にぴったりだなと思いま

した。またプロのびしっとあった音、調和の取れた音は、

聞く人を安定した気持ちにさせてくれるのだと思いま

す。普段音楽を大きめの音でかけると落ち着かなくな

る方もしっかり聞いていました。派手でない衣装や落ち

着いた雰囲気の演奏者の方の様子もよかったと思いま

す。ホールでも障害者の方がきける場所が有るとよいと

思います（声を出したり、動いたりしてもOKのプライオ

リティシートなど）。

◦曲目がバラエティに富んでおり、また1曲1曲が短めで

間延びすることなく、ちょうど良いすばらしい構成であっ

たと思いました。

公益財団法人東京交響楽団 フランチャイズ事業本部　桐　原　美　砂
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③障害者福祉サービス事業所 セルプきたかせ

　（社会福祉法人 長尾福祉会・幸区）

8月3日（金）14：30開演

参加人数：利用者約40名、職員6名 

比較的若い方が多く、軽度な知的障害の方が製パン、軽作業な

どに従事している。会場が狭かったがその分距離感が近く、対

話をしながらライブ会場のような盛り上がりでコンサートが進

んだ。利用者のデザインによるオリジナルTシャツを着用したこ

とも好評。曲の途中、家族を思い出して涙する方の姿も見られ

た。ほぼ全ての方が10月のオーケストラコンサートへ来場。

●職員アンケートの声：

◦皆さんとても表情良く参加していました。曲に合わせて

体をゆらす人や、気持ちよくなりウトウトする人や、「す

ごーい！ステキ！」と興奮ぎみに話してくる人など、それぞ

れ楽しめたようです。秋のコンサートも楽しみにしてい

るようでした。

◦利用者の皆さんは普段なかなかコンサートなどのLIVE

を見に行く機会が無いので、本当にすばらしい会でし

た。演奏に感動して涙する方も何人かいました。コン

サートもとてもアットホームな雰囲気でよかったです。

みんな終始笑顔でした。音に敏感でなかなか音楽をずっ

と聴けない方も、最後まで表情良く参加されていまし

た。

④障害者支援施設（通所）もえぎの丘

　（社会福祉法人セイワ・中原区）

9月5日（水）10：30開演

参加人数：利用者35名、職員10名

 

若い方が多く、軽度～中程度の知的障害の方が多く、元気な方

が多い。冒頭近くで演奏を聞いていただいたときから歓声があ

がり、期待が高かったことがうかがえた。グラズノフでもリズム

に応じた手拍子が起こり、静かな曲では静けさの中、耳を澄ま

す姿も見られ、メリハリあるプログラムを楽しんでいる姿が見

られた。一部の方が10月のオーケストラコンサートへ来場。

●職員アンケートの声：

◦普段長く座っていられない方々が、皆45分間着席して

参加することができ、目をかがやかせて聴き入る様子

に、私たち職員皆驚きました。とても楽しかったようで、

数時間ニコニコと良い調子が続いた方も多くおられま

した。その様な驚きや発見は、ご家族の皆さんにもお伝

えし、皆さんとても喜んでおられました。

◦利用者がノリノリでにぎやかであったが、とても好意的

に受け入れて下さり、楽しい雰囲気で終始参加させて頂

き、とてもありがとうございました。

◦もし場所に余裕があれば、もえぎの丘の利用者さんた

ちは「参加型」が大好きなので、「この曲は立って自由に

踊っていいですよ」「この曲は手拍子で参加して下さい」

等のアナウンスがあるとよいかもしれません。

アウトリーチ活動
ファンタスティック・オーケストラ ～みんなで集えるコンサート～

（開催日時：2018年10月9日　会場：ミューザ川崎シンフォニーホール）

公益財団法人東京交響楽団 チケット販売本部　佐　藤　雄　己

　本コンサートは、平成30年度戦略的芸術文化創造推進事業

「フランチャイズ・オーケストラによる地域共生社会実現を目

指した「音楽パートナーシップ」整備構築事業」として「音楽の

バリアフリー」を掲げ開催した本格的なオーケストラコンサート

である。

　福祉施設（4施設）への「出張ミニコンサート＆VR機材によ

るオーケストラ体験」を組み合わせたアウトリーチ活動（みん

なで集えるコンサート ミニ）と連動しながら、障害者を含めた、

こどもから高齢者まで、社会を構成する多様な人々が集うコン

サートを開催することで社会包摂を体現し、また、共生社会実

現への機運を高めることを目的に開催した。

　また、昨年度開催の同公演から得られた知見を発展的に活

かした「はじめてのコンサートホール体験会」と、文化芸術事業

ではあまり顧みられてこなかった「PDCAサイクル」を見える

かたちで実践すべく有識者・公演担当者による「フィードバック

座談会」（P11）を新たに実施した。

概要　　　　　　　　　　

①本コンサートは「耳の聞こえない人にも、音楽を届ける」とい

うコンセプトから出発したものであるため「聴覚」にハンデのあ

る人でも「触覚」で音楽を楽しんでもらえるように「体感音響シ

ステム席」を引き続き導入した。

　加えて、演奏会中の曲紹介や司会を手話通訳者を介した同

時通訳に加え、字幕サービス（captiOnline）も提供するなど、

耳が聞こえないことによる障壁ができる限り小さくなるよう配

慮した。また、プライオリティ・サポート（車椅子席の拡充・点字プ

ログラムの用意等）を充実させることで、聴覚障害者だけでな

く、視覚障害者や身体障害者も来場し易くなるよう心がけた。

 〈はじめてのコンサートホール体験会〉 

　より来場へのハードルが低くなるよう新たな取り組みとして、

主に障害者を念頭に、はじめての場所に不安のある方や、事前

に鑑賞準備をされたい方のために、会場の説明・案内などを通

して、来場への予行練習をしてもらうプレ・プログラム「はじめて

のコンサートホール体験会」を用意した。

　申込者は想定よりも少なく、全盲の方1名と介助者1名の1

組が体験会に参加し本番さながらの入場作法（別途用意したチ

ケットを実際にもぎって入場など）でお迎えした。「触れる舞台

模型」を使って自身の席位置を認識してもらった上で、障害者用

トイレなど付帯するホール設備も確認してもらいながら、当日

座る席までご案内し導線の流れを掴んでもらった。

②プロオーケストラによる実演芸術でありながらも、開催趣旨

を鑑み、曲目及び演出も吟味した。曲目面では「小室昌広：ディ

ズニーのメロディーによる管弦楽入門」という曲中で楽器紹介

が付随する曲目を取り入れ、クラシックにあまり馴染みがなく

ても親しみやすくなるよう心がけた。一方、演出面では、オーケ

ストラによる演奏だけでなく、日本を代表するヴァイオリニストボディソニック
（体感音響システム席）　　
©平舘 平

司会・ナレーター 吉田孝、
手話通訳者　　

©平舘 平

指揮  円光寺雅彦
©平舘 平

字幕サービス
©平舘 平

ヴァイオリニスト
大谷康子
©平舘 平
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 ファンタスティック・オーケストラ ～みんなで集えるコンサート～

であり川崎市文化大使でもある、大谷康子氏をソリストに起用

し、本格的なクラシックコンサートとしても聴きごたえがあるよ

うに工夫した。

③開催趣旨の全うと演奏会の円滑な運営のため、関係諸団体

との「横断的なネットワーク」（音楽パートナーシップ）を形成す

るべく、本拠地であるミューザ川崎シンフォニーホール（川崎

市文化財団グループ）と共催のかたちをとり、あらゆる面で緊

密に連携する一方で、川崎市、川崎市教育委員会、公益財団法

人川崎市身体障害者協会、公益財団法人川崎市老人クラブ連

合会、社会福祉法人川崎市社会福祉協議会（前回よりも後援

団体2団体増加）には、情報伝達や知見の共有でご支援いただ

いた。とりわけ、本年度制定された市立の小中高校が休校とな

る「かわさき家庭と地域の日」に開催できたことで、来場の多

かったこどもたちへの共生社会の可視化を通じた相互受容の

促進を図る良い一機会となった。また、生活保護受給家庭やひ

とり親世帯のこども・家族へ支援を行うNPO（NPO法人（特定

非営利活動法人）川崎寺子屋食堂）と協力し、彼らへの芸術鑑

賞機会を提供。その団体が実施したアンケート（厚生労働省提

出）では9割以上が「親子関係に良い変化があると思う」と答え

他の企画参加時よりも高い数値が出たとの報告もあった。

結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　関係諸団体と丁寧に連帯を進めたことで、事業の周知広報が

多層で広がり、かつマスメディア等を補完的に利用した結果、前

回比263％という飛躍的な券売（1384枚）を達成し、会場定

員1566席の約9割を販売できた。特に、連動したアウトリーチ

活動先が本コンサートへ外出企画として団体で来場するという

好循環をつくり上げることができたことは大きな成果である。

加えて、アンケート（調査回答者271名：総来場者の約2割）で

は、本趣旨のコンサートへの積極的なリピート来場意向は8割

であり、条件付きでのリピート意向と合わせると99％にものぼ

り（詳細はP10へ）、券売実績及びアンケートから、本事業への

好感が窺える。

　なお、充実した音楽体験であるならば文化芸術体験へ対価

を支払う気運醸成が欠かせず、持続的に「音楽のバリアフリー」

を発展させていくためにも、安易な招待券の配布は控えるよう

努めた。

後記 ～さまざまな「人」が交差した場景～　　　　

　多くの鑑賞サポートを用意しつつ、このコンサートが目指した

のは“障害のあるなしにかかわらずに全ての人が楽しめるオー

ケストラ・コンサート”であった。結果、車椅子に乗って来場され

る身体障害者の方、白杖で足元を探りながらホール内を歩く方

をはじめ、親子づれや高齢のご夫婦など、文字通り、この社会を

構成する「みんな」が集った場となった。

　会場に設置した触れる舞台模型や楽器に点字を施したオー

ケストラ配置模型に、興味を示したのがこどもたちであったこと

は印象的であった。目の前の「これは何か？」をわざわざ問わず

して、自然と受け入れていく。共生社会が超えていかなければ

ならない「心の壁」を彼らはいとも容易く飛び越えていった。彼

らの“フラットな”眼差しは、この時この場を共有したさまざまな

「人」へも同様に向けられていたのではないだろうか。それが、

こどもたちだけでなく、コンサートに集った全ての人の眼差しで

もあったと信じたい。

　“共生社会”と言えばなんだか小難しく聞こえるものの、言わ

ばそれは、各々が「相手にとっては「私」こそが異質である」と自

らを認識し、相手を想い慮る心がけが浸透した社会である。それ

に思い至らせたのは、終演後のフィードバック座談会での上薗さ

んのレセプショニストへの気持ち（P.12）であった。「私が白杖を

出していたので、この人、気がついてくれないかな」。言葉にしな

くても、お互いの違いを見ながら、相手への自然なコミュニケー

ションができるようになっていく良い一機会となるコンサートで

あったことを期待したい。

演奏会全体の様子　　　　　　　　　  　　　　 　　 　　　　　　 ©平舘 平

開演前の風景　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ©平舘 平 2階ロビーでのパラアート団体「studio FLAT」作品展示　　　　　　 ©平舘 平

夜盲症用のメガネ型デバイス体験（HOYA株式会社）　　　　　　　   ©平舘 平

触れる舞台模型　 　　　　　©平舘 平

点字つきオーケストラ配置模型©平舘 平

指で触れて点字をたしかめる様子　　　　　　　　 　　　　　　 　 ©平舘 平

アウトリーチで活用したVRを体験する様子　　　　　　　　　　　　 ©平舘 平

コンサートホールでの“その場景”

ファンタスティック·オーケストラ
～みんなで集えるコンサート～

【出演】
　指揮 ： 円光寺雅彦　
　ヴァイオリン ： 大谷康子
　司会・ナレーション ： 吉田 孝

【曲目】
　ロッシーニ ： 歌劇「ウィリアム・テル」序曲より
　　　　　　　スイス軍の行進
　小室昌広 ： ディズニーのメロディーによる管弦楽入門
　マスネ ： タイスの瞑想曲
　サラサーテ ： ツィゴイネルワイゼン
　ボロディン ： だったん人の踊り

主催 ： 文化庁、公益財団法人東京交響楽団
共催 ： ミューザ川崎シンフォニーホール（川崎市文化財団グループ）
後援 ： 川崎市、川崎市教育委員会、公益財団法人川崎市身体障害者協

会、公益財団法人川崎市老人クラブ連合会、社会福祉法人川崎
市社会福祉協議会

◎技術協力 ： 若月大輔（国立大学法人筑波技術大学准教授、字幕サー
ビス「captiOnline」）

●ロビー展示・協力 ： HOYA株式会社、studio FLAT
●公演情報紹介・告知媒体 ： 共同通信、読売新聞、東京新聞TODAY、

神奈川新聞、NHK横浜、FMヨコハマ、ラジオ日本等
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アンケート結果 フィードバック座談会（演奏会評価を中心に）

来場者へのアンケート集計結果（抜粋）

　今回も来場者へアンケートを実施し、総来場者（1385名）
の内271名（約2割）から回答を得た。
　全体の満足度を測る項目では、1点～最高5点とした場合の
平均点は4.5点であり、本事業趣旨を踏まえたうえでの「今回
のようなコンサートへまた行きたいですか」をたずねる項目で
は「行きたい」「条件があえば行きたい」をあわせると99％が
リピート意向を表明しており、演奏会として満足させられるも
のとなったことがわかった。また、「クラシックのコンサートへの
来場頻度」をたずねる項目で「今回がはじめて」と答えた方が
16％にのぼり、これは定期演奏会等と比較して高い数値であ
る。上記のリピート意向とあわせて考えると、閉鎖的なイメージ
の強いクラシックコンサートだが、工夫と伝え方次第で、誰もが
楽しめるコンテンツであることが見受けられる。以下は自由記
入欄に書かれていたコメントと集計データである。

●大谷康子さんが席の前まで弾きに来ていただけて（普段、
音に過敏があり、イヤーマフを着用していますが）ヴァイオリ
ンの音が聞こえて、ニコニコして「聞こえた！」と言っていまし
た。音楽に触れるとはこういうことで、ハンディのある子や人
でも感じ取れるなあと思いました。（30代女性）

●また、みにいきたくなりました。目がぴかぴかになりました。
しゅわがはやくてびっくりしました。（小学生）

●今回は初めて家族3人で聞きに来ました。主人がラジオを聞
いて（コンサートが）ある事を知りました。～知的障がいの息
子には無理かなとは思いましたが、楽しく手をたたき、ディズ
ニーの曲は“知ってる”と言いながら聞いていました。時間も
ちょうど良く、場所も近くて、電車に乗って楽しみにして来ま
した。これがいいきっかけの一つになり、音楽も好きになって
くれればいいなあと思います。ありがとうございました。（30
代女性）

実施概要

　コンサート終演後に来場者アンケートを利用しながら「フィー
ドバック座談会」を実施し、有識者・関係者それぞれの立場か
ら意見交換をして今回の事業の総括を行った。直後の生の感
想や、それぞれの立場からの意見や知見を共有し、行政や音楽
ホールをはじめとした、地域福祉施設や団体とのスムーズな連
携と協働の必要性を一層感じるものとなった。

10月9日（火）13:30～15:00
ミューザ川崎シンフォニーホール　２Fバーコーナー
参加者：
●新井 鷗子

国立大学法人東京藝術大学 
COI拠点「障がいと表現研究」特任教授

●白井 誠一朗
●上薗 和隆

認定NPO法人DPI（障害者インターナショナル）日本会議
●大平 暁

アーティスト／アートディレクター studio FLAT主宰
●竹内 淳
●前島 和樹

ミューザ川崎シンフォニーホール(川崎市文化財団グルー
プ）

●桐原 美砂
●佐藤 雄己

公益財団法人東京交響楽団 

新井 ： ファンタスティックオーケストラ、前回と今回と聞かせて
いただいたんですけれども､今回とても幅広い方々が楽しまれ
ているというのを、ほんとに目の当たりにできたという感じがし
ました。例えば手話通訳の位置とか、障害のある方の席とかが
すごく工夫されていて、共生社会をテーマにしたコンサートと
いうことでは、すごく進化しているなと実感しました。
アンケートでご意見のあったナレーションや司会が長いという
のは、知的障害の方とかで、やはり何回も同じことを繰り返しご
説明いただいた方がいいという方もきっといると思いますの

で。まあ、一般の方には長く感じたかもしれないけれども、知的
な障害の方にはちょうどいい長さというか、説明として適切な
長さだったのかなという気もしました。あと、いろいろな鑑賞サ
ポートについても、それぞれ使いこなされていたのではないか
なと思いました。それから、大谷康子さんが、客席の中を楽器を
持って演奏しながら歩いたのは、ほんとうに、あ、こういうこと
ですよねって思って。
上薗 ： 泣いちゃった。
新井 ： 何か鑑賞サポートよりも何よりも、こういう演奏者がそう
いう方々に寄り添っていくということが一番大切なんだなって
いうことをすごく感じました。
白井 ： 私は初めて参加させていただいて、とても参加しやす
かったっていうのと、時間が1時間くらいってことで、ずっと長時
間座っていることが難しい方々にとっては、ちょうどいい時間
だったのかなと思いました。
このパンフレットなんですけれども、点字プログラムを僕は見て
なかったので、上薗さんにプログラムあるよって言えなかった。
会場の入口の所に、こういったものがありますよと、大きい看板
なんかが置いてあると、そのプログラムも見ない人にとっても、
わかるので。とくに僕なんか車いすで移動しているので、やっぱ
りそういうのを見ながら動けないんですよ。そういう意味では、
僕はちょっと、上薗さんに悪いことしたなと思いながら参加しま
した。あと、ボディソニックを４人ばかり使わせてもらったんです
けれども、機械の使い方の説明を、今日はパイオニアの方がし
てくださったんですけれども、そこは手話通訳の人が入って、使
い方を含めて説明していただけるといいのかなと思いました。
白井 ： まず手話通訳者が、ナレーターの隣にいてくださった方
はよかったと思うんですけれども、席が左端だったので、ちょっ
と手話が見づらかったっていう意見がありました。車いす席の
方は、サイトラインがちゃんと確保されていて、前から見えた
んで、それはすごくよかったっていう、感想をもらっています。
車いす席に関してですが、2階の方にありましたよね、実はもう
ちょっといろんな場所から、車いすのまま見られるといいのか
なと思いました。
上薗 ： 今後の課題ですよね、ホールの。
白井 ： 野球場で言うと、大リーグだと、外野とか内野とか、い
ろんな席で車いすのまま見られる席が確保してあって、ここだ
けっていうことでなくて、分散するんですよね。なのでそういっ
た意味では、1階の席だとか、いろんな場所に車いす席を置い
てもらって、見れるようになると、さらにいいかなと感じました。
桐原 ： 車いす席は、今日は実は一階の一列目のセンターのとこ
ろは、普通にチケットとして売ってしまっているんですけれども、
あそこの席を外すことができるんですよね。 
竹内 ： 外すことはできます。
桐原 ： 例えば席を外して車いす席を入れるという時に、安全上

 ©平舘 平
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台数が制限されることはあるんですか ?
竹内 ： 安全上ということですと、ここ今、ホールの1階席が、建
物の4階なんですよね。火災になって避難しなければならない
ときは、避難経路は建物の2階か1階に逃げるんですが、そうす
ると当然4階から一番近い2階までの避難階段を、一般の歩く
方は使うことになります。消防所の方は、自分たちが車いすの
方を案内するから、大丈夫だっておっしゃるんですが、本当にそ
れでいいのかと。消防が来ますから、待っててくださいってなか
なか言いづらい。実は明日避難訓練があるんですが。
上薗 ： それは行かなきゃいけないなあ（笑）。明日の避難訓練
に障害者はいないんでしょ。
竹内 ： いないです。ただ障害者役は立てるんですけど。
上薗 ： いや「役」は「役」なんですよ。だから当事者がいないと、
もう「へ」ですよ。何にもならない。だって障害者だっていろん
な障害者がいるでしょう。まあ一番大変なのは車いすの人で、
消防の人たちが運ぶといっても、消防の人は障害者のいろん
なことを知らない。例えば今、車いすは150キロあって、本人
が100キロっていう人もいるんですよ。でも多分彼等は想定
していないと思う。こういう時にね、ぜひ障害者を入れてって
のが、一番大事。東日本大震災でもそうですし、熊本地震でも
西日本豪雨でも、やっぱり障害者が逃げ遅れて取り残される。
そこに障害者がいたってこともわからない。私たちDPI日本会
議としては、誰も取り残さないという、これがほんとうの社会だ
なというふうに考えています。明日来なくちゃ。招かれなくって
も、帰れって言われても。言わなきゃだめじゃん。
白井 ： 上薗さん行って下さい。
上薗 ： あと、言っていいのかな。この座談会がなければ今日は
最高の日だったなと思っています（笑）いやいやいや。私は、本
当に純粋に、音楽を楽しむために来たつもりで、いろんな障害
の方がいらっしゃるというんで、もっといろんな合いの手が入る
のかなと思っていたのだけれども、あとは大谷さんの音を聞き
に来たんですけれども、本当に楽しみました。音楽会は楽しめ
ればいいのかなと思う。交響楽団の人たちが事務方も含めて、
障害者を一緒くたにしているというのが、やっぱり変なんです
よ。もうそうせざるをえないというのも、わかります。でもこれ
はもう上薗のちょっとした意見だと思って、雑談でいいんです

よね。なので音楽会はほんとに楽しんだし、音もきれいだった
し、たぶん午前中に生の音楽を聴くというのは初めてだったし。
それで午前中だとさすがに眠くならないということを初めて知
りました。
あとは、手話通訳の人もいたけど、手話を知らない聴覚障害者
の人もいっぱいるので、そこはちょっと変だったかなと。あと、こ
こは駅からかなり近くて、目つぶっても来られるなっていうくら
いで、びっくりしました。視覚障害者は一番何が大変かって、建
物の中を覚えるのは、非常に難しいんです。覚えていたからと
いって、当日そこをそのように歩くとは限らないので、その時に
もし単独で視覚障害の者が来たら、お手洗いか、先ほどのサイ
ン会か、あとは帰りにもしレストランが開いていたら、レストラ
ンまで、そんな程度を案内してくれる方がいるといい。視覚障
害者に対してはそれでいいのかなと思います。
桐原 ： 上薗さん、これ点字プログラムです。
上薗 ： あ、そうそう！点字プログラムのこと、わざと黙っていた
んです。あるってことは知ってたんですけれども、あそこのもぎ
りの方が、私が白杖だしていたので、この人、気がついてくれな
いかな、って。いつもへそ曲がりで意地悪な人間なので、やあ
やっぱ気がつかないんだなあって思って、そこはちょっとがっか
りした。
新井 ： 点字プログラムに関しては、私もホールのレセプショニス
トの人が「点字プログラムがあります」と声を出して伝えなかっ
たために、全く無駄になってしまったことがあって。で「声に出し
て伝えろって言われてなかったから、言わなかった」って言われ
てしまって、ユニバーサルマナーの教育も必要だなとすごく感
じたことがあります。
上薗 ： 今どうサポートするかが難しいですよね。もう点字読め
る視覚障害者は多分半分ぐらいしかいないと思うので、みんな
電子データでいいかっていうと、またそれもどうかっていうの
もあるんですが。
点字ってとても簡単な文字なんですね、記号としては。ところ
が、触って読むのを習得するのが難しいんですね。今いろんな
音声がありますし、パソコンもあったりメールをやったりする
んで、自分の名前くらいの点字なら読めるけど、長文を読める
人っていうのは、文字が読めないくらい重い視覚障害者の中
で半分以下だと思います。視覚障害者の8割か9割の人は、近
づけて見える人なんです。だから彼らは、点字よりも、あふれか
えっている文字を見た方がいいし、特に今スマホで拡大もでき
ます。そういう意味で、文字を見れない人の、半分が見えないく
らい。そんなもんですね。視覚障害者は全部点字が読めないと
いうのは、その辺の（認識の）違いがありますね。
新井 ： みんなほんと誤解してますよね。全盲でいらっしゃる方
と弱視の方と全く一緒にしてしまって。
上薗 ： 今日DPIで一緒に来た彼は超弱視の強度難聴なんで

す。なので彼は、点字は読めないです。でもこんな感じで、眼を
近づけて。でも結局近づけるから視野がないんですよ。なの
で、視野のない人は、送りが速いとなかなか読めない〈＊）提供した

字幕サービスで文字の送りが速かったという指摘があった〉。まあ健常の方
に多種類の障害を理解するということは、なかなか難しいな。
私も、他の人とか、白井の障害のこと、ほとんどわかっていない
んですけれども、一緒くたにどれもシニアを理解したり、障害者
を理解したり、精神障害を理解したり、やっぱり難しいよな。で
も、今のところ一緒くたに「障害者」とくくるしかないのかなと、
難しいよなあって思っていました。でも音楽会は楽しかったし、
本当に生の楽しさっていうのを、改めて知らされて、もっと足を
運ばなきゃいけないなあと思いました。
竹内 ： 今いろんな話を伺っていて、日々悩んでいるといいます
か、障害をもつ方もどんなふうに音楽を聴いていただくかって
言うのもホールの中で話し合っているんです。まず最初の1年
ぐらいは、いろいろな障害を知ろうと、いろんな方にお話を伺
いながら、少しずつできることをやっていこうということで、うち
が初めて取り組んだことを東響さんに、逆に東響さんが初めて
取り組んだことを聞いてお互い情報交換をしたりと、まだまだ
途上にあるというのが一番大きな点です。
車いす席をもっと増やしたいというのも我々の願いですが、一
方で避難の問題、それから車いすの方が使えるトイレの数の問
題で、市の方にも現状見てもらったりして。実はこのホールって
斜めになっているところがすごく多いんですね。これは音響を
よくするために、通路とか、音がすべて４階席まで届くように渦
巻き状になっているんです。ということは平らになっている場所
が非常に少ないんです。平らな場所には車いす席があるんです
が、もう少し増やすとなると、じゃあどこに増やせるのかなってい
う。今まだ10席分ということで、法律で定められている割合は
クリアしてます、ということなんですが、現状それじゃあ合わな
くなってきている。本当にそこは今悩んでいるところです。
それと、これも今ご指摘いただいて思ったんですが、点字プロ
グラムの存在がですね、きちんと白杖持った方がいらした時に、

「点字のプログラムがございますよと言う」というふうに、今日
は確かになっていなかったです。そこが東響さんとホール側の

意思疎通というほど大げさなものじゃないんですけれども、共
有しとけばよかったんですね。意外にそういうところがおろそか
になっちゃってたなと思います。
あと、もう一つ、いろいろな障害者を一緒くたにしているとい
う。これは私も今日ずっとホールの人間としてロビーに立って
いたんですが、それは思ったんですね。いろいろな方が皆さん
一緒にいらしている。もちろん学校から来た小学生もおじいさ
んもおばあさんも来ている。例えばこれが演劇とかだったら、
1週間ぐらいの間午後と夜とか（1日に）2回やってたりとか、例
えば視覚障害の方にサービスを手厚くした回を作るとか、そう
いうことがもしかしたらできるのかもしれないけれども、音楽
会ってたいてい一回しかやらないですよね。
上薗 ： あんまり障害を障害と考えないで。障害者たちは、たぶ
んこういうクラシックの演奏家に触れる機会がないという意味
で、障害者をひとくくりにして下さったのは、いいんですよ。で
も障害者だからこれだけ手厚く私たちが何かをやろうというふ
うに、あまり構えないで、いいのかなと。やっぱりふだん知らな
いから、障害者は助けてやろう助けてやろうと皆さんが頑張っ
ちゃうわけなんですね。そうするとね、やっぱり楽しめないでしょ
う。音楽会なんて音楽が聴ければいいんですよ、そんなもん。
車いすの人が車いす用のトイレがないところにいくのは困るか
もしれないけど、そんな程度で、必要な時に私が何かお願いし
たときに「いや今日はバリアフリー音楽会じゃないからやらな
いよ」、これが一番嫌で。これがない社会の方がいいんです。だ
からいろんな障害者を見てそれに慣れてほしいわけ。楽員の
人たちも含めて。なので白井が必要なこと、上薗が必要なこと、
聴覚障害者が必要なことがちょっとわかれば、もうちょっと違う
演奏会もできる。
だって視覚障害者なんて、お金があって、ちょっと歩ければ、来
られるんですよ。トイレも普通のトイレでいいし、でもやっぱり
車いすに乗っている人たちは、車いす席があって、車いす用の
トイレがあって、近所の駅にエレベーターがないと来られな
いっていういろんな状況があります。そこをわかってもらえれ
ばそれが最高かなと思います。手厚く障害者を扱わないでほし
い。今日はこれを言いたくて来ました。
白井 ： 何かをやろうってよりも、障害のある人が、障害がない
人と同じような形でコンサートにも来れるそういう環境作って
もらえれば、それで十分なわけで、それ以上何かしてほしいって
ことではないんですね。何とか障害だからこうしなきゃ、ではな
く、一般の人のように参加できるようにするには、この人の場合
はこういう風にすればいいんだっていう考え方のほうがお互い
楽かなって気がしますよね。
上薗 ： 私は一応働いているからちゃんと払いたいけど、東京交
響楽団の障害者チケット（ハート割引）があるのは歓迎です。歩
けない視覚障害者がほとんどなんですね、そういう人は自分の
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分とガイドヘルパーの分も出さないといけないので、私たちが
生の演奏に触れる一つの方法、メリットかなあと思っています。
大平 ： 自分は今アートの支援をしていて、スタジオフラットは普
段、障害あるなしに関係なく作品の魅力をフラットに感じてもら
いたいということで、フラットをキーワードに活動しているんで
すが、去年プロジェクション・マッピングに彼らの絵を使っていた
だいたのをご縁に、今年もここで作品を飾らせていただいて、
描いた本人たちも今日は全員来られたので、それはよかったな
と思っています。
今回のコンサート自体が、そういう障害のあるなしにかかわら
ず、と書いてあるんで、目安には一つなると思うんですけれど、
やっぱりこう声が出ちゃったりとかね、ちょっとうろうろしちゃっ
たりっていうような子が、やっぱりいて、プログラムの注意書き
にご理解くださいって書いてあるんですけれども、こういうこ
とを書かなくても、当たり前にコンサートに来れる状況という
のが、やっぱりそういう社会になっていかないといけないなっ
てすごく思っています。すごく今日よかったなと思うのは、今自
分が子ども連れて来てるんですけれども、あの子たちがこうい
うコンサートに来て、ある程度途中で奇声があがったりとかし
てましたけど、多少うろうろすることがあるかもしれないけれど
も、そういうコンサートを普通に見て育っていってくれればいい
のかなって。
特に自分がやっている分野は障害者アートっていうふうに呼ば
れたり、アールブリュットとかアウトサイダーアートとか、特別な
名称がどうしてもついてしまうんですね。でも彼らの作品は現
代アートとしての価値が立派にあるんで、そういう特別の呼称
がないような、展覧会とかになってったらいいなと思っているの
で、そういうことが自然に、当たり前になっていったらいいなとす
ごく思いましたね。この子もすごく楽しんで見てましたし、聞い
ていたから、こういう機会がどんどん増えていったらいいかなっ
て。こういう注意書きがいずれなくなっていく社会になっていく
と、ほんとにふつうにね、サポートするなんて、仰々しいことでな
くて、生活の一部って言うくらい、サポートという言葉すらない
ような、そんな社会になっていくといいと、すごく思っています。
今日は、重度の子たちも来て、前の方の席で、すごいにこにこし

て見ていてくれたので、それはすごく良かった。最近ずっと調子
の悪い利用者さんが何人かいたんですけれども、やっぱり音楽
を聞いてすごくこう、ダウンしていたのが、わりと持ち直してく
れてたような感じだったので、それはすごく音楽って力がある
んだなと、改めて思いました。
白井 ： 今日ぐらいのサポート内容があるコンサートはもっと
あった方がいいなと単純に思っていて、ここだけじゃなくて、い
ろんなところにあると、普段あまりこういう場に行こうかなって
思わなくても、あれば行こうかなって思いますよね。やっぱり障
害のある人ってどうしても、自分の生活で精一杯な部分があっ
て、なかなか自分で文化芸術やったりとか、見に行ったりとか、
なかなかしづらい環境にずっとあるので、こういうサポートがあ
るといいなって感じました。そういった場をどんどん使っていく
ことは大事だと思うので、継続的に、かつもっとたくさんやって
いただけるといろんな方が来られるのかなと思いました。 
前島 ： 我々音楽ホールとしては、東京交響楽団さんとうちと、
思いは一緒なんですね。すべての人に楽しい音楽を、そういう
場面を増やしていく。東響さんの場合は、こういう大きなコン
サートみたいなことから出発していて、今回こういう企画を相
談受けた時も、こういう形で第一歩を踏み込むのはいいかな、
と。いろんな（障害の）団体とか障害者の人たちと話し合いな
がら、今があるんですけども。どこの人たちから聞いても、そん
なに気にするなと言われます。「楽しい音楽を」ということが根
本的にあれば、我々もできないことはできないとはっきり言う
ので、そこを行きましょう、と。まず第一歩がそこなので、今回
の東京交響楽団の大きなコンサートとしてはすごい一歩かな
と。これが続くこと、そして改善しながら次の一歩を、ってこと
が期待することで、一緒にやっていけたらなというふうに考え
ています。
桐原 ： ミューザのホールで試みたようなこととか、お互い少し
ずつ改善できる部分が、これからも増えていった方がいいだろ
うなと思います。私たちだけでやるコンサートだけではやはり
試せない部分もあり、ミューザさんでやってきたことが、ほか
の事に展開できるのかなど、それがホールとオーケストラが一
緒に足並みをそろえてやっていけるという部分で、今回一緒に
できたことは、この先へつながっていくんじゃないかなと考え
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展　望

　共生社会の実現にむけて越えていかなければならない課題・
壁の一番大きなものは、人の心の壁であろう。多様な人々が集
まるコンサート鑑賞は、言わば共生社会の可視化と相互受容の
機会でもある。座談会でも言及のあった、多様な人々が集うコ
ンサートという場を共有することで、未来を担う子どもたちが
社会・人間の多様な姿を自然に受け入れる機会を提供できたこ
とが、文化芸術による「地域共生社会」の実現への大切なプロ
セスかもしれないと強く感じた。
　細かい課題としては、鑑賞サポートの内容についての精査が
あげられる。字幕サービスに関しては、文字送りや情報保障と
しての精度を上げる必要性を感じた。また「はじめてのコンサー
トホール体験会」についても関心の高さに反し、実際の申込が
少なく、情報の適切な伝え方に工夫が必要である。既存のサー
ビスを含め、何が求められているか、当事者団体や鑑賞支援を
行っている団体とも情報交換をしながら、より良いサービスの
ありかたを検討していく必要を感じた。

　また文化芸術活動に参加できる機会を継続的に創出してい
くこと、ネットワークを通じてそれらの情報交換が容易にできる
ことなど、持続性のある活動が必要であることは言うまでもな
い。同事業がオリンピック･パラリンピックの気運に乗じた単発

的なイベントにとどまらず、根の深く広い、真の意味でのネット
ワークを構築するには、社会的価値の高い持続性のある事業
への展開を目指し、行政や拠点ホールとの連携を深める必要
性を強く感じている。
　同時に、今回の文化芸術による「共生社会」を目指した演奏
会開催のノウハウを、クラシック音楽業界、ひいては文化芸術
団体に波及させることで、文化芸術団体の新たな社会的価値
を高めていく意義も再認識した。

　6月に施行された「障害者による文化芸術活動の推進に関す
る法律」で謳われている「障害者とともに文化芸術を創造する」
姿勢を大事にした事業になるよう努め、地域での共生社会実現
を目指した「音楽パートナーシップ」の整備構築を更に進展さ
せていく。

【案：東京交響楽団×東京藝術大学COI拠点×ろう学校生徒によ
る演奏会の開催】

（3回目のファンタスティック・オーケストラ～みんなで集えるコ
ンサート～では、ろう者でも音を把握することができる東京藝
術大学開発の機材を用いて、ろう学校の生徒に演奏指導をし、
プロオーケストラとコンサートを共創する）

ています。
情報をどういうふうに伝えていくかについても、フランチャイズ
オーケストラとして、どこまで信頼関係を作っていけるかってい
うことと、たぶん同じじゃないかなと思います。実際街の中に出
ていってコンサートをやると、そこの職員の方から生の声が聞
けるだとか、そこからつながって別の福祉法人の話が聞けたり
するとか、東京交響楽団はこういうことをやっていると安心して
伝えていただける相手先が増えていくと思うので、それが地域
に根差して取り組んでいく必要のあることなんじゃないかなと

考えています。
新井 ： 上薗さんと白井さんの話がよかったです。
上薗 ： 変なこと言いました？いつも変なこと言うからね。
新井 ： いや、変なことも含めていろいろ聞けて。
上薗 ： でも本当に私は楽しみました。本当にきれいな音だった
し。
白井 ： 真っ先に（大谷さんの）本買いに行ったよね。
上薗 ： サインももらいましたよ。もらうものは、ちゃんともらい
ました（笑）
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